
5 年度 3 学年 科

教科名 科目名 2 単位

１．学習目標

　・教科書名　

　・副教材名

３．学習項目（学習内容）

学期 月 時間数 考査

４．評価の観点

５．評価の方法

 ・定期考査：

 ・課    題：

 ・授業態度：

６．学習にあたっての注意とアドバイス

④知識・理解

年５回実施する予定。

教科担当者が必要とする場合は、課題学習などの指示を出します。

多面的で客観的な幅広い知識を身につけ、他人に自分の意見を伝えることができるか。

中間考査

期末考査

中間考査

期末考査

2

3

12

・消費者問題　　　・公害防止と環境保全
・労働問題と労働者の権利
・こんにちの労働問題
・社会保障の役割

現代の国際経済

・貿易と国際収支　　　・外国為替市場のしくみ
・ＷＷⅡ後の国際経済　・国際経済の動向
・発展途上国の諸問題
・経済協力と日本の役割

8

9

②思考・判断・表現

単元

1

学　　　習　　　内　　　容

4

5

6

7

・経済主体　　・企業の役割
・国民所得　　・金融の役割
・財政の役割と租税、日本の財政の課題

・戦後復興から高度経済成長へ
・安定成長からバブル経済へ
・日本経済の課題

現代の日本経済と福祉の向上
①

最新　政治・経済　新訂版　（実教出版）

・最新　政治・経済　演習ノート（実教出版）
・テーマ別資料　政治・経済（とうほう）

10

12

公民

令和

現代の経済社会

政治経済

商業

　現代における、国内外の政治・経済などについて客観的に理解し、それらに関する諸課題について
主体的に考察させ、公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

２．使用教材等

11

現代の日本経済と福祉の向上
②

天野　哲郎担当者

12

13

13

・産業構造の変化と中小企業
・地球環境と資源エネルギー問題
・農業と食料問題　　・人種民族問題
・国際社会における日本の立場と役割

20 期末考査

・授業に関係のない物品の使用・私語・授業中の立ち歩きなど、他人の学習を妨げることはやめてください。
・授業開始に遅れないよう、教材を準備して、チャイム時には着席をしてください。
・１時間の授業を大切にするとともに、予習復習を心がけてください。
・日々のニュースを新聞、ラジオ、テレビなどでしっかりと入手するなど、授業以外でも学ぶ姿勢を持つように心がけてください。
・商業科目との関連を意識すると、別の視点からも学べると思います。
・就職・進学に関係なく、特に自らの希望進路先に関しては、さらに学びを深めていってください。

1

2

3

現代社会の諸課題

統計・資料を収集および取捨選択し、それをきちんと読み解くことができるか。

政治経済の基本的な知識をきちんと身につけることができたか。

真摯な姿勢で授業に臨み、ノート・演習ノートなどもしっかりやること。

選挙権を得るにあたって、諸事象に関心を持ち学ぼうとすることができるか。①関心・意欲・態度

③資料活用の技能


